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発
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号
）

「輝く梅門」堀内勇さん（橋本市）

「
春
う
ら
ら
」土
井
喜
代
治
さ
ん（
和
歌
山
市
）

「快晴の梅林」枡井寛幸さん（阪南市）「梅一面」脇村小津江さん（海南市）

「早春の香り」吉野菊夫さん（和歌山市）「梅華やぐ」浅羽悦子さん（和泉市）
「春爛漫」
西山由紀さん（名古屋市）

「白梅と青空」
前田和代さん (東大阪市)

　今年も梅林開園中に行われたフォトコンテストに、たくさんの
応募があり、南部梅林73点、岩代大梅林39点の応募作品の
中から選ばれた入賞作品を紹介します。
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尾　﨑　友　幸

向　井　唯　人

永　井　凛　斗

　西　　唯　斗

小　山　瑠　愛

桐　本　果　旺

廣　岡　杏　香

（サチヱ）

（ 常 夫 ）
（ 敏 夫 ）
（ 穰 ）

（ 眞 和 ）
（ 豊 実 ）
（ 至 朗 ）

（ 清 ）
（ 光 央 ）
（ 博 和 ）

（ 皎 ）
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岡　﨑　　忍
團　栗　綾　子
竹　田　コトエ

内　中　隆　雄
田　野　クニヱ
渡　口　政　子

玉　井　恭　子
武　田　文　孝
田　野　梅　次

山　﨑　和　子
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P
P
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P～
P
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P
P～

役場・学校・警察人事異動
ふるさと大使委嘱ほか
平成21年度財政公表
スポーツ賞・文化賞表彰
まちのほっとニュース
としょかん通信
くらしの情報
ふれ愛センターだより
くらしの情報カレンダー

68

（－７人）
（－１人）
（－８人）
（＋11世帯）

６，８５２人
７，４７６人
１４，３２８人
４，７２５世帯

９人
１７人
６０人
６０人

（前月比＋2）

（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比＋1）
（前月比±0）
（前月比＋1）
（前月比＋2）

（55.9％）

（87．6%）
（80．1%）
（94．6%）
（83．1%）
（85．3%）
（57．1%）
（80．7%）
（52．2%）

1,006／約1,800

113／129
145／181
35／037
216／260
110／129
44／077
213／264
190／364

審　査　結　果
南
部
梅
林
最
優
秀
賞

岩
代
大
梅
林
最
優
秀
賞

南
部
梅
林
優
秀
賞

岩
代
大
梅
林
優
秀
賞

大
好
き
な
み
な
べ
の
魅
力
を

　朝日放送アナウンサー

桂紗綾さん（町出身）に

『みなべ町ふるさと大使』

を委嘱しました

い
っ
ぱ
い
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
！

（くわしくは4ページをご覧ください）

人のうごき（了承をいただいた方だけを掲載しています）
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■
課
長
級

▼
住
民
環
境
課
長
＝
阪
本
満
（
産
業

課
副
課
長
）

■
副
課
長
級

▼
総
務
課
副
課
長
兼
企
画
係
長
＝
寺

谷
敦
（
総
務
課
主
幹
兼
企
画
係
長
）

▼
住
民
環
境
課
副
課
長
＝
木
村
周
平

（
住
民
環
境
課
主
幹
兼
環
境
対
策
係

長
）

▼
税
務
課
副
課
長
兼
国
民
健
康
保
険

税
係
長
＝
峯
敏
明
（
住
民
環
境
課
副

課
長
）

▼
上
下
水
道
課
副
課
長
兼
下
水
道
工

務
係
長
＝
西
口
文
治
（
上
下
水
道
課

主
幹
兼
下
水
道
工
務
係
長
）

▼
産
業
課
副
課
長
＝
大
江
弘
一
（
検

査
室
副
室
長
）

▼
産
業
課
副
課
長
＝
高
井
弘
子
（
上

下
水
道
課
主
幹
・
下
水
担
当
）

▼
建
設
課
副
課
長
＝
安
井
宏
之
（
総

務
課
副
課
長
・
防
災
担
当
）

▼
建
設
課
副
課
長
＝
岡
﨑
博
（
建
設

課
副
課
長
・
地
籍
担
当
）

▼
上
南
部
保
育
所
長
＝
中
井
三
保
子

（
上
南
部
保
育
所
主
任
保
育
士
）

■
主
幹
級

▼
総
務
課
主
幹
兼
広
報
公
聴
係
長
＝

役
場
・
学
校
・
警
察
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
で
み
な
べ
町
役
場
、
町
内
の
小
中
学
校
、
幹
部
交
番
・
駐
在
所
で

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。（　

）
内
は
旧
職
名
で
す
。

役　

場　
　

町
長
部
局

平
井
由
紀
美
（
総
務
課
課
長
補
佐
兼

広
報
公
聴
係
長
）

▼
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
社
会
福
祉
係

長
＝
桂
弘
文
（
税
務
課
主
幹
兼
国
民

健
康
保
険
税
係
長
）

▼
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
福
祉
医
療
係

長
＝
植
本
睦
美
（
保
健
福
祉
課
主
幹

兼
国
民
健
康
保
険
係
長
）

▼
上
下
水
道
課
主
幹
＝
高
木
裕
子（
産

業
課
主
幹
・
商
工
観
光
担
当
）

▼
産
業
課
主
幹
兼
林
業
振
興
係
長
＝

林
康
博
（
議
会
事
務
局
主
幹
兼
議
事
・

調
査
係
長
）

▼
う
め
課
主
幹
＝
片
井
登
志
枝
（
う

め
課
課
長
補
佐
）

■
課
長
補
佐
級

▼
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
＝
大
谷
佐

良
子
（
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係
長
）

▼
産
業
課
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
＝

中
家
ひ
ろ
み
（
産
業
課
農
政
係
長
）

▼
建
設
課
課
長
補
佐
＝
寺
本
俊
夫（
建

設
課
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
）

▼
上
南
部
保
育
所
主
任
保
育
士
＝
中

川
美
恵
子
（
高
城
保
育
所
主
任
保
育

士
）

▼
高
城
保
育
所
主
任
保
育
士
＝
前
地

久
仁
子
（
上
南
部
保
育
所
主
任
保
育

士
）

▼
清
川
保
育
所
主
任
保
育
士
＝
水
﨑

恭
子
（
上
南
部
保
育
所
主
任
保
育
士
）

■
係
長
級

▼
総
務
課
防
災
係
長
＝
尾
﨑
聡 

（
保

健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
）

▼
住
民
環
境
課
環
境
対
策
係
長
＝
和

田
佳
秀
（
産
業
課
農
業
振
興
係
長
）

▼
保
健
福
祉
課
国
民
健
康
保
険
係
長

＝
髙
田
幸
平
（
保
健
福
祉
課
主
任
）

▼
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係
長
＝
花

光
淑
子
（
保
健
福
祉
課
係
長
）

▼
上
下
水
道
課
下
水
道
管
理
係
長
＝

瀧
川
英
之
（
上
下
水
道
課
主
任
）

▼
産
業
課
農
業
振
興
係
長
＝
柴
田
一

人 （
総
務
課
主
任
）

▼
産
業
課
商
工
観
光
係
長
＝
宮
﨑
明

弘
（
産
業
課
林
業
振
興
係
長
）

▼
建
設
課
住
宅
係
長
＝
山
下
浩
昭（
教

育
学
習
課
学
事
係
長
）

▼
建
設
課
工
務
係
長
＝
大
谷
茂
紀（
建

設
課
主
任
）

▼
上
南
部
保
育
所
主
任
保
育
士
＝
藤

井
昌
代
（
清
川
保
育
所
主
任
保
育
士
）

■
主
任
級

▼
総
務
課
主
任
＝
寺
本
拓
也
（
建
設

課
主
任
）

▼
上
下
水
道
課
主
任
＝
武
田
孔
秀（
建

設
課
主
任
）

■
主
事
級

▼
総
務
課
主
事
（
和
歌
山
県
へ
派
遣
）

＝
鎌
倉
孝
行
（
建
設
課
主
事
・
和
歌

山
県
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
回
収

管
理
組
合
へ
派
遣
）

▼
住
民
環
境
課
主
事
＝
尾
花
咲
子（
住

　

次
の
二
人
が
新
し
く
住
民
環
境
課
と
保
健
福
祉
課
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。

住民環境課主事補

古谷　えり奈

　「窓口業務などを担当し
ています。早く仕事を覚
えて、住民の皆さんのお
役に立てるよう頑張りた
いです。」

保健福祉課主事補

小松　駿斗

　「福祉医療などの業務を
担当しています。まだま
だわからないことばかり
ですが、早く仕事を覚え
られるよう精一杯頑張り
ます。」

住民環境課　環境監視員

中瀬　隆重

　「和歌山県警察を退職
し、４月１日から住民環
境課で心機一転、いろい
ろな環境問題に積極的に
取り組んでいきます。」

　

近
年
の
環
境
行
政
の
多
様
化
や
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
等
へ
の
対

応
な
ど
専
門
的
な
経
験
と
知
識
を
有
す
る
環
境
監
視
員
と
し
て
、

和
歌
山
県
警
察
Ｏ
Ｂ
の
中
瀬
隆
重
さ
ん
が
臨
時
職
員
と
し
て
勤

務
さ
れ
ま
す
。

用

採

規

新

者
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民
環
境
課
主
事
補
）

■
主
事
補
級

▼
産
業
課
主
事
補
＝
吉
田
裕
紀
（
産

業
課
主
事
補
・
和
歌
山
県
へ
派
遣
（
交

流
人
事
）

▼
南
部
保
育
所
保
育
士
＝
下
浦
有
香

（
上
南
部
保
育
所
保
育
士
）

▼
上
南
部
保
育
所
保
育
士
＝
谷
本
和

美
（
南
部
保
育
所
保
育
士
）

■
主
幹
級

▼
教
育
学
習
課
主
幹
兼
総
務
係
長
＝

鳥
本
み
や
ぎ
（
教
育
学
習
課
課
長
補

佐
兼
総
務
係
長
）

■
課
長
補
佐
級

▼
教
育
学
習
課
課
長
補
佐
・
高
城
公

民
館
＝
和
田
浩
司
（
教
育
学
習
課
係

長
・
高
城
公
民
館
）

■
係
長
級

▼
教
育
学
習
課
学
事
係
長
＝
谷
本
忠

広
（
産
業
課
商
工
観
光
係
長
）

■
主
任
級

▼
教
育
学
習
課
主
任
＝
竹
中
幸
恵（
住

民
環
境
課
主
任
）

■
新
任
校

▼
龍
神
小
学
校
教
頭
＝
細
川
安
弘（
県

派
遣
社
会
教
育
主
事
）

教
育
委
員
会
部
局

■
係
長
級

▼
議
会
事
務
局
議
事
・
調
査
係
長
＝

木
田
勝
紀 （
建
設
課
主
任
）

議
会
事
務
局

▼
川
口
節
生（
参
事
・
住
民
環
境
課
長
）

▼
庄
司
香
代
子
（
上
南
部
保
育
所
長
）

【
退
職
者
】

［
転
入
］（　
）
内
は
前
任
校

▼
教
諭　

江
川
好
美
（
岩
代
小
）、
林

麻
美（
三
里
小
）、田
中
克
彦（
咲
楽
小
）

▼
新
採
教
諭　

前
田
文
子
、
河
端
め

ぐ
み

［
転
出
］（　
）
内
は
新
任
校

▼
教
諭　

島
﨑
喜
子
（
川
辺
西
小
）、

的
場
義
文
（
上
南
部
小
）、
石
田
望
美

（
御
坊
小
）、
岩
本
留
美
（
松
原
小
）

［
退
職
］

▼
教
諭　

川
口
せ
つ
子

小
中
学
校

■
南
部
小
学
校

［
転
入
］（　
）
内
は
前
任
校

▼
教
頭　

西
本
寿
子
（
御
坊
中
）

▼
教
諭　

廣
﨑
賢
一
（
塩
屋
小
）、
濵

﨑
孝
子
（
志
賀
小
）

［
転
出
］（　
）
内
は
新
任
校

▼
教
頭　

露
詰
晋
也
（
大
坊
小
校
長
）

▼
教
諭　

石
上
貴
一
（
周
参
見
小
教

頭
）、
江
川
好
美
（
南
部
小
）

■
岩
代
小
学
校

［
転
入
］（　
）
内
は
前
任
校

▼
教
諭　

南
か
よ
子
（
御
坊
小
）、
的

場
義
文
（
南
部
小
） 

［
転
出
］（　
）
内
は
新
任
校

▼
教
諭　

坂
田
惠
子
（
御
坊
小
）

［
退
職
］

▼
主
査
栄
養
士　

キ
ー
ス
康
子

■
上
南
部
小
学
校

［
転
入
］（　
）
内
は
前
任
校

▼
教
諭　

西
玉
啓
子
（
清
川
小
）

［
退
職
］

▼
教
諭　

小
川
志
保

■
高
城
小
学
校

［
転
入
］（　
）
内
は
前
任
校

▼
教
諭　

橋
本
直
恵
（
由
良
小
）

▼
養
護
教
諭　

松
本
有
紀
子
（
寒
川

第
一
小
）

▼
新
採
事
務
職
員　

今
井
梓

［
転
出
］（　
）
内
は
新
任
校

▼
教
諭　

西
玉
啓
子
（
高
城
小
） 

▼
養
護
教
諭　

松
本
初
美
（
上
南
部

中
）

▼
事
務
職
員　

塩
路
昌
己
（
笠
松
小
）

■
清
川
小
学
校

［
転
入
］（　
）
内
は
前
任
校

▼
教
諭　

嶋
西
研
二
（
高
城
中
）

▼
新
採
教
諭　

川
口
奈
津
美

［
転
出
］（　
）
内
は
新
任
校

▼
教
諭　

中
塚
弘
貴
（
御
坊
中
）、
川

本
友
彦
（
湯
川
中
）

［
退
職
］

▼
教
諭　

舟
本
敬

■
南
部
中
学
校

［
転
入
］（　
）
内
は
前
任
校

▼
教
諭　

松
本
尚
美
（
田
辺
中
）、
森

暢
也
（
稲
原
中
）

▼
養
護
教
諭　

松
本
初
美
（
清
川
小
）

［
転
出
］（　
）
内
は
新
任
校

▼
教
諭　

高
瀬
麻
美
子
（
和
大
付
属

中
）、
野
田
明
（
切
目
中
）、
嶋
田
敏

治（
河
南
中
）、梅
森
え
い
子（
隅
田
中
）

■
上
南
部
中
学
校

［
転
入
］（　
）
内
は
前
任
校

▼
教
頭　

熊
代
卓
夫
（
津
木
中
）

▼
教
諭　

岩
淵
大
（
白
浜
中
）

▼
事
務
職
員　

湯
川
敏
邦
（
比
井
小
）

［
転
出
］（　
）
内
は
新
任
校

▼
教
諭　

嶋
西
研
二
（
南
部
中
）

［
退
職
］

▼
教
頭　

佐
々
木
久
繁

■
高
城
中
学
校

［
転
入
］（　
）
内
は
前
任
校

▼
教
諭　

下
田
誠
（
御
坊
中
）

［
転
出
］（　
）
内
は
新
任
校

▼
教
諭　

久
保
井
登
美
（
県
教
育
セ

ン
タ
ー
学
び
の
丘
）

［
敬
称
略
］

■
清
川
中
学
校

　

町
内
の
交
番
と
駐
在
所
の
皆
さ

ん
で
す
。
み
な
べ
幹
部
交
番
の
山

本
所
長
さ
ん
と
交
番
相
談
員
の
糸

田
さ
ん
、
清
川
駐
在
所
の
北
尾
さ

ん
が
新
し
く
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
る
、
た

よ
り
に
な
る
お
ま
わ
り
さ
ん
で
す
。

　

な
お
、
緊
急
の
用
が
あ
る
と
き

に
交
番
や
駐
在
所
が
不
在
の
場

合
は
、
田
辺
警
察
署
（
℡
23
─

０
１
１
０
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

と
の
こ
と
で
す
。

みなべ幹部交番（℡72－2029）

西本庄駐在所
（℡74－2110）

清川駐在所
（℡76－2025）

所長　山本昇さん中田実さん岡田栄司さん交番相談員
糸田幸生さん

東明洋さん 北尾恵二さん

▼
古
居
悦
子
（
教
育
学
習
課
主
幹
兼

生
涯
学
習
係
長
）

▼
出
合
敬
悟
（
保
健
福
祉
課
高
齢
者

医
療
係
長
）

警　

  

察
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朝
日
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　

桂
紗
綾
さ
ん（
町
出
身
）に

“
み
な
べ
町
ふ
る
さ
と
大
使
”を
委
嘱
し
ま
し
た

　

本
町
出
身
で
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
朝
日
放

送
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
桂
紗
綾
（
か
つ
ら
さ
あ

や
）
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
、“
み
な

べ
町
ふ
る
さ
と
大
使
”
を
委
嘱
し

ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
大
使

は
、
町
出
身
者
や

ゆ
か
り
の
あ
る
方

で
、
各
方
面
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
方

に
ふ
る
さ
と
み
な

べ
町
の
観
光
や
物

産
な
ど
ま
ち
の
魅

力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し

て
も
ら
お
う
と
、

本
年
度
か
ら
は
じ

め
た
制
度
で
、
紗

綾
さ
ん
は
そ
の
第

１
号
で
す
。

　

４
月
12
日(

月)

、

紗
綾
さ
ん
が
ア
シ

ス
タ
ン
ト
を
務
め

る
朝
の
人
気
ラ
ジ

オ
番
組
「
ド
ッ
キ

リ
！
ハ
ッ
キ
リ
！

三
代
澤
康
司
で
す
」

の
放
送
中
に
、
小

県
消
防
功
労
者
表
彰

４
名
の
団
員
さ
ん
が
受
賞

　

３
月
23
日
（
火
）、
平
成
21
年

度
県
消
防
功
労
者
定
例
表
彰
式
が

和
歌
山
市
で
開
催
さ
れ
、
み
な
べ

町
消
防
団
か
ら
次
の
皆
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
長
年
の
無
私
の
功

績
が
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
県
知
事
表
彰　

永
年
勤
続
功
労

章　

第
７
分
団
分
団
長　

小
田
清

さ
ん
（
島
之
瀬
）

▼
県
知
事
感
謝
状　

元
団
長　

硲

幸
男
さ
ん
（
清
川
）

▼
消
防
庁
長
官
表
彰　

永
年
勤
続

功
労
章　

元
第
８
分
団
第
３
班　

下
向
明
さ
ん
（
清
川
）

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰　

勤
続

章　

第
１
分
団
副
分
団
長　

萩
野

幸
一
さ
ん
（
埴
田
）

表彰式会場前で

本
年
度
の

う
め
21
研
究
セ
ン
タ
ー
研
修
生

　

本
年
度
の
う
め
21
研
究
セ
ン

タ
ー
研
修
生
と
し
て
、
山
本
宗
一

郎
さ
ん
（
清
川
）・
竹
中
美
一
さ

ん
（
北
道
）・
中
井
貴
章
さ
ん
（
筋
）

の
３
人
が
、４
月
か
ら
同
セ
ン
タ
ー

で
研
修
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
梅
に
関
す
る
研

究
や
栽
培
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
例
年
梅
農
家
の
後
継
者
を
研
修

生
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
で
は
、
梅
栽
培
の
基
本
管

理
の
技
術
指
導
や
、
デ
ー
タ
ー
の

調
査
、
実
習
な
ど
を
行
い
、
将
来

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
を
養

成
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
生
の
３
人
は
、「
梅
栽
培
の

基
本
や
技
術
的
な
事
を
習
得
し
た

い
、
家
の
農
業
の
役
に
立
ち
た
い
、

地
域
の
為
に
貢
献
し
た
い
。」
な
ど

意
欲
あ
る
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

身
体
障
が
い
者
・
知
的
障

が
い
者
相
談
員
を
委
嘱

　

４
月
１
日
よ
り
県
か
ら
町
へ
の

事
務
移
譲
に
伴
い
、
こ
の
ほ
ど
町

は
、
次
の
皆
さ
ん
を
身
体
障
が
い

者
・
知
的
障
が
い
者
相
談
員
に
委

嘱
し
ま
し
た
。

　

相
談
員
さ
ん
は
、
自
立
支
援
の

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
指
導
、
助

言
を
行
っ
て
く
れ
ま
す
の
で
、
ご

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
障
が
い
者
相
談
員

　

北
山
守
典
さ
ん
（
芝
）、
越
本
修

さ
ん
（
芝
）、田
端
純
さ
ん
（
清
川
）

▼
知
的
障
が
い
者
相
談
員

　

塩
路
美
鈴
さ
ん
（
芝
）

左から中井さん・竹中さん・山本さん

北山さん

越本さん

田端さん

塩路さん

谷
町
長
ら
が
出
演
し
、
み
な
べ
町

ふ
る
さ
と
大
使
の
委
嘱
状
を
手
渡

し
、
特
産
の
梅
や
備
長
炭
、
魚
や

き
れ
い
な
海
の
様
子
な
ど
町
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
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平
成
21
年
度
財
政
公
表

（
３
月
末
現
在
）

　

平
成
21
年
度
一
般
会

計
、
特
別
会
計
の
３
月
31

日
現
在
の
執
行
状
況
、
基

金
の
状
況
、
町
債
の
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
の
会
計
年
度
は
４
月
か
ら

３
月
ま
で
で
す
が
、
出
納
整
理

（
お
金
の
出
し
入
れ
）
は
５
月

末
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
受
け
入
れ
や
支
払
い
が
ま
だ

行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
の
で
、
下
の
各
表
は
決
算

額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

水
道
事
業
会
計
は
、
地
方
公
営

企
業
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
広
報
11
月
号
で
他
の
会
計

と
と
も
に
決
算
報
告
の
み
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

町
会
計
の
執
行
状
況
（
表
１
）

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
年
度
末
の
予
算
額
は
、
合
計
１

６
０
億
５
３
４
７
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
１
１
５
億
４
１
８
８
万

８
千
円
の
う
ち
、
収
入
済
額
は
78
億

３
８
１
３
万
３
千
円
で
、
主
な
も
の

は
次
の
通
り
で
す
。〔（　

）
内
は
予

算
額
に
対
す
る
収
入
割
合
〕

▼
町
税
15
億
４
３
２
４
万
４
千
円（
１

０
８
．０
％
）
▼
地
方
交
付
税
37
億
４

９
２
８
万
９
千
円
（
１
１
１
．１
％
）

▼
国
庫
支
出
金
12
億
５
１
４
８
万
４

千
円
（
66
．１
％
）
▼
県
支
出
金
３
億

３
０
５
４
万
５
千
円
（
27
．６
％
）
▼

繰
越
金
３
億
６
７
６
３
万
３
千
円（
１

０
０
．
０
％
）
▼
町
債
４
７
０
０
万

円
（
２
．１
％
）

　

ま
た
、
支
出
済
額
は
84
億
３
１
８

１
万
５
千
円
で
、
主
な
も
の
は
次
の

通
り
で
す
。〔（　

）
内
は
予
算
額
に

対
す
る
支
出
割
合
〕

▼
総
務
費
９
億
１
０
８
７
万
３
千
円

（
81
．７
％
）
▼
民
生
費
16
億
７
４
０

８
万
９
千
円
（
85
．０
％
）
▼
衛
生
費

６
億
６
６
２
５
万
２
千
円（
83
．２
％
）

▼
農
林
水
産
業
費
16
億
３
２
５
９
万

３
千
円
（
61
．７
％
）
▼
土
木
費
５
億

７
５
８
万
１
千
円
（
34
．８
％
）
▼
消

防
費
２
億
５
３
８
７
万
６
千
円
（
91
．

１
％
）
▼
教
育
費
６
億
９
０
６
２
万

４
千
円
（
65
．６
％
）
▼
公
債
費
17
億

８
９
１
１
万
８
千
円
（
99
．６
％
）

基
金
の
状
況　
　
（
表
２
）

　

基
金
（
町
の
貯
金
）
は
、
財
政
調

整
基
金
11
億
７
８
９
７
万
１
千
円
、

減
債
基
金
１
億
６
２
０
４
万
５
千
円
、

福
祉
基
金
２
億
９
０
５
５
万
１
千
円
、

地
域
づ
く
り
基
金
３
億
１
１
９
２
万

６
千
円
な
ど
合
計
37
億
９
５
０
４
万

８
千
円
の
見
込
み
で
す
。

　

町
債
（
町
の
借
金
）
は
、
一
般
会

計
な
ど
の
普
通
会
計
債
が
１
５
３
億

７
７
９
６
万
円
。
簡
易
水
道
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
な
ど
の
特
別
会
計
債
が
71
億
９

６
１
０
万
円
の
見
込
み
で
す
。

町
債
の
状
況　
　
（
表
３
）

平成２１年度予算の３月末現在の執行状況表１

基金の状況表２
※一般会計と、後期高齢者医療特別会計の当初予算には、
　平成２０年度からの繰越予算が含まれています。

名 　 　 　 　 　 　 　 称 平 成 ２ ２ 年 ３ 月 末
現 在 の 見 込 み 高

平 成 ２ １ 年 ３ 月 末
現 在 高

財 政 調 整 基 金 １１億７, ８９７万１千円 １１億７, ８５５万６千円

減 債 基 金 １億６, ２０４万５千円 １億６, １４８万２千円

福 祉 基 金 ２億９, ０５５万１千円 ２億９, ００５万１千円

地 域 づ く り 基 金 ３億１, １９２万６千円 ２億８, ６６２万８千円

公 共 施 設 整 備 基 金 １億４, １９８万２千円 １億４, １９１万８千円

生 涯 学 習 推 進 基 金 ７, ６４８万５千円 ７, ６３２万９千円

中山間ふるさと水と土保全基金 ２, ０７９万６千円 ２, ０７３万３千円

町 営 住 宅 改 修 基 金 １億９, ２７４万円 ９, ２７４万円

防 災 基 金 ４, ８４５万８千円 ４, ８４５万８千円

国 民 宿 舎 整 備 基 金 ６０８万８千円 ６０８万８千円

環境保全地域活性化基金 ２億５, ２７４万９千円 ２億５, ２００万円

国 保 財 政 調 整 基 金 １億４, ９２２万５千円 １億４, ８６２万５千円

介 護 給 付 費 準 備 基 金 ２, ３２０万６千円 ２, ３０９万６千円

介護従事者処遇改善臨時特例基金 ２８２万９千円 ８０８万３千円

住宅新築資金等貸付事業減債基金 １, ７８８万７千円 １, ７８８万７千円

簡易水道事業財政調整基金 ５, ２９１万６千円 ５, ２９１万６千円

下 水 道 基 金 ２億２, ４６５万５千円 ２億１, ８０１万８千円

育 英 奨 学 金 貸 付 基 金 １億１, １５６万９千円 １億１, １５６万９千円

土 地 開 発 基 金 ４億８, ６７２万２千円 ４億８, ６７２万２千円

高額療養費等貸付基金 ３２４万８千円 ３２４万８千円

公 共 料 金 支 払 基 金 ４, ０００万円 ４, ０００万円

合 　 　 計 ３７億９, ５０４万８千円 ３６億６, ５１４万７千円

町債の状況表３

名 　 　 　 　 　 　 　 称 平 成 ２ ２ 年 ３ 月 末
現 在 の 見 込 み 高

平 成 ２ １ 年 ３ 月 末
現 在 高

普 通 会 計 債 １５３億７, ７９６万円 １５０億５, ４７３万１千円

特 別 会 計 債 ７１億９, ６１０万円 ７２億３, ３６９万６千円

合 　 　 計 ２２５億７, ４０６万円 ２２２億８, ８４２万７千円

会 計 名 当 初 予 算 額 そ の 後 の
補 正 予 算 額

平 成 22 年 3 月 末
現 在 の 予 算 額

平 成 22 年 3 月 末 収 入 状 況 平 成 22 年 3 月 末 支 出 状 況

収 入 済 額 収入割合 支 出 済 額 支出割合

一 般 会 計 ８８億６, ０００万円 ２６億８, １８８万８千円 １１５億４, １８８万８千円 ７８億３, ８１３万３千円 67.9％ ８４億３, １８１万５千円 73.1％

特 別 会 計 ４３億６, ６５７万円 １億４, ５０１万２千円 ４５億１, １５８万２千円 ３５億８, ２９４万３千円 79.4％ ３８億７, ８５４万２千円 86.0％

国 民 健 康 保 険 １９億６, ４８２万１千円 ５, ３２６万７千円 ２０億１, ８０８万８千円 １７億６４万３千円 84.3％ １８億１, １２２万９千円 89.7％

後 期 高 齢 者 医 療 ２億５, ２７２万６千円 ６４７万１千円 ２億５, ９１９万７千円 ２億６, ２５１万５千円 101.3％ ２億３, ８７５万円 92.1％

老 人 保 健 ５１６万５千円 ７８６万円 １, ３０２万５千円 ７９１万２千円 60.7％ ７９８万１千円 61.3％

介 護 保 険 １０億９, ７２８万５千円 １, ３２６万４千円 １１億１, ０５４万９千円 ９億７, ３６２万６千円 87.7％ ９億５, ７６８万３千円 86.2％

住宅新築資金等貸付事業 １, ２７０万４千円 １５９万７千円 １, ４３０万１千円 １, ８６６万１千円 130.5％ １, ３８０万９千円 96.6％

農 業 集 落 排 水 事 業 ２億９, ８１０万４千円 ▲４２７万６千円 ２億９, ３８２万８千円 １億６, ２０８万７千円 55.2％ ２億７, ５７８万３千円 93.9％

公 共 下 水 道 事 業 ６億３, ４９０万円 ５, ８５１万円 ６億９, ３４１万円 ３億４, ６２７万３千円 49.9％ ４億９, ８１４万２千円 71.8％

簡 易 水 道 事 業 １億８６万５千円 ８３１万９千円 １億９１８万４千円 １億１, １２２万６千円 101.9％ ７, ５１６万５千円 68.8％

総 合 計 １３２億２, ６５７万円 ２８億２, ６９０万円 １６０億５, ３４７万円 １１４億２, １０７万６千円 71.1％ １２３億１, ０３５万７千円 76.7％
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▽
少
林
寺
拳
法
和
歌
山
県
大
会
一
般

初
段
の
部
優
勝
＝
南
部
周
三
（
南
道
）、

花
光
秀
之
（
北
道
）

▽
同
大
会
男
子
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部
優

勝
＝
橋
本
随
彰
（
西
本
庄
）、
木
下
徹

（
埴
田
）

▽
同
大
会
一
般
二
段
の
部
準
優
勝
＝

上
野
章
（
東
吉
田
）、
児
玉
智
（
芝
）

▽
同
大
会
一
般
三
段
の
部
準
優
勝
＝

江
向
泰
紀
（
西
岩
代
）

▽
国
民
体
育
大
会
少
年
女
子
Ａ
ハ
ン

マ
ー
投
第
３
位
＝
大
﨑
か
な
（
日
高

高
校
２
年
）

▽
第
46
回
近
畿
地
区
高
等
専
門
学
校

体
育
大
会
卓
球
競
技
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
＝
平
山
明
奈
（
和
歌
山
高
専
３

年
）

▽
第
42
回
近
畿
・
東
海
・
北
陸
・
信

越
地
区
高
等
専
門
学
校
弓
道
大
会
女

子
団
体
準
優
勝
＝
山
本
真
由
美
（
和

歌
山
高
専
４
年
）

▽
第
41
回
全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
大
阪
府
予
選

優
勝
＝
海
野
和
美
（
大
阪
国
際
滝
井

高
校
２
年
）

▽
平
成
21
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
フ
ォ
ー
２

０
０
ｍ
第
３
位
＝
樫
本
拓
哉
（
神
島

高
校
２
年
）

　

３
月
25
日
（
木
）、
平
成
21
年
度
み
な
べ
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
文
化
賞
の
授
与
式
（
町
体
育
協
会
・

町
文
化
協
会
主
催
）
が
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
21
年
度
に
各
種

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
で
活
躍
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
な
お
、
学
年
は
３
月
25
日
現
在
で
す
。（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
賞

▽
新
体
操
県
下
チ
ャ
イ
ル
ド
選
手
権
大

会
小
学
１
、
２
年
の
部
優
勝
＝
西
野
歩

季
（
上
南
部
小
２
年
）

▽
第
７
回
和
歌
山
県
チ
ャ
イ
ル
ド
新
体

操
選
手
権
大
会
優
勝
＝
林
和
悠
（
南
部

小
６
年
）

▽
少
林
寺
拳
法
和
歌
山
県
大
会
小
学
三

年
生
の
部
組
演
武
優
勝
＝
杉
本
侑
亮

（
岩
代
小
３
年
）、
小
西
翔
太
（
南
部
小

３
年
）

▽
第
９
回
和
歌
山
県
小
学
生
秋
季
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
４
年
生
以
下
走
り
幅

跳
び
第
１
位
＝
西
川
斗
真
（
南
部
小
４

年
）

▽
同
大
会
５
・
６
年
生
共
通
走
り
高
跳

び
第
１
位
＝
池
端
一
真（
南
部
小
６
年
）

▽
第
23
回
和
歌
山
県
中
学
校
秋
季
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
１
０
０
ｍ
Ｈ
第
１
位

＝
小
山
夏
生
（
上
南
部
中
２
年
）

▽
和
歌
山
県
新
体
操
中
学
校
大
会
個
人

総
合
１
位
、
ボ
ー
ル
１
位
、
ク
ラ
ブ
１

位
＝
石
橋
澪
（
南
部
中
２
年
）

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▽
第
33
回
近
畿
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
＝
南
部
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
〔
森
本
千
琴

（
上
南
部
小
６
年
）、
前
山
愛
海
、
西
山

千
恵
、
岩
﨑
実
子
、
谷
村
汐
里
（
以
上
、

上
南
部
小
５
年
）、
湯
川
絢
加
、
谷
口

す
み
れ
、
築
山
杏
菜
、
茶
園
彩
恵
（
以

上
、
南
部
小
５
年
） 

〕

▽
全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬
成
大
会
小

学
生
団
体
の
部
組
演
武
入
賞
＝
﨑
山
晴

希
、
井
上
崚
（
以
上
、
上
南
部
小
５
年
）

▽
同
大
会
小
学
生
四
級
の
部
組
演
武
入

賞
＝
森
星
奈
、
沖
見
史
哉
（
以
上
、
南

部
小
５
年
）

▽
同
大
会
小
学
生
一
級
の
部
組
演
武
入

賞
＝
小
西
悠
介
、
上
野
雄
輝
（
以
上
、

南
部
小
５
年
）、 

小
谷
啓
介
（
岩
代
小

５
年
）

▽
同
大
会
小
学
生
三
級
の
部
組
演
武
入

賞
＝
上
野
恵
吾
、
尾
﨑
歩
夢
、
庄
司
和

真
、
児
玉
悠
（
以
上
、
南
部
小
４
年
）

▽
同
大
会
小
学
生
団
体
の
部
組
演
武
入

賞
＝
川
口
洋
介
、
中
野
公
稔
（
以
上
、

南
部
小
５
年
）、
森
忠
大
（
南
部
小
４

年
）、
丸
山
矩
加
、
丸
山
紗
加
（
以
上
、

岩
代
小
５
年
）、岡
本
光（
岩
代
小
４
年
）

▽
全
国
少
林
寺
拳
法
中
学
生
大
会
女
子

団
体
演
武
の
部
優
勝
＝
西
山
千
香
（
上

南
部
中
３
年
）、
﨑
山
晴
佳
、
谷
川
実

芳
（
以
上
、
上
南
部
中
２
年
）

▽
第
３
回
全
国
中
学
校
少
林
寺
拳
法
大

会
女
子
団
体
演
武
１
位
＝
沖
見
祐
紀
、

鈴
木
し
お
り
（
以
上
、
南
部
中
３
年
）、

西
畑
友
里
恵
（
南
部
中
２
年
）

▽
関
西
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
＝
津
村

衣
澄
（
田
辺
高
校
１
年
）

▽
全
国
高
校
書
道
展
特
選
＝
山
﨑
理
加

（
神
島
高
校
２
年
）

▽
同
書
道
展
準
特
選
＝
赤
坂
さ
や
か

文
化
賞

スポーツ賞授与式に出席した受賞者の皆さん

スポーツ賞・文化賞の皆さん
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（
神
島
高
校
１
年
）

▽
第
５
回
全
国
高
校
生
現
代
ア
ー
ト
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
入
選
＝
前
芝
早
紀
（
神
島

高
校
１
年
）

▽
全
国
教
育
美
術
展
特
選
＝
久
保
有
香

（
南
部
中
１
年
）、
西
畑
友
里
恵
（
南
部

中
２
年
）

▽
同
美
術
展
入
選
＝
丸
山
由
梨
乃
（
南

部
中
１
年
）、
井
上
智
絵
、
古
久
保
杏

佳
（
以
上
、
南
部
中
２
年
）、
山
本
真

衣
（
南
部
中
３
年
）

▽
第
46
回
中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
佳
作
＝
藤
澤
美
緒（
上
南
部
中
２
年
）

▽
第
１
回
全
国
理
容
美
容
学
生
技
術
大

会
優
秀
賞
＝
東
英
里（
上
南
部
中
２
年
）

▽
全
国
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
奨
励
賞

＝
植
野
結
子
（
上
南
部
中
２
年
）

▽
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

ピ
ア
ノ
部
門
好
演
賞
＝
葊
瀨
汐
美
（
南

部
小
５
年
）

▽
第
39
回
世
界
児
童
画
展
特
選
＝
清
水

友
登
（
上
南
部
小
２
年
）

▽
第
40
回
世
界
児
童
画
展
特
別
賞
＝
清

水
快
音
（
上
南
部
保
・
年
中
）

▽
和
歌
山
県
学
校
美
術
展
特
選
＝
中
家

知
美
（
清
川
中
１
年
）、
松
根
和
、
萩

野
丹
音
（
以
上
、
南
部
中
１
年
）、
宮

本
朋
美
（
南
部
中
２
年
）、
榎
佑
介
、

華
山
綾
仁
（
以
上
、
南
部
中
３
年
）、

中
松
咲
（
上
南
部
中
２
年
）、
田
野
ひ

か
る
（
上
南
部
中
１
年
）、
船
谷
麻
都

香
（
高
城
中
２
年
）

▽
県
珠
算
競
技
大
会
中
学
生
の
部
個
人

総
合
優
勝
＝
友
渕
恵
子（
南
部
中
２
年
）

▽
科
学
作
品
展
入
選
＝
伊
藤
颯
、
三
前

優
真
（
以
上
、
南
部
小
２
年
）、
尾
﨑

有
真
、三
前
英
恵（
以
上
、南
部
小
４
年
）

▽
県
珠
算
競
技
大
会
３
年
生
以
下
の
部

団
体
・
個
人
優
勝
＝
川
西
美
穂
（
南
部

文
化
奨
励
賞

▼
第
64
回
国
民
体
育
大
会
少
年
女
子

Ａ
ハ
ン
マ
ー
投
第
３
位
＝
大
﨑
か
な

（
日
高
高
校
２
年
）

ス
ポ
ー
ツ
賞

（
個
人
の
部
）

▼
第
３
回
全
国
中
学
生
少
林
寺
拳
法

大
会
女
子
団
体
演
武
第
１
位
＝
少
林

寺
拳
法
南
部
支
部
［
監
督
・
三
前
雅

信
（
北
道
）、
選
手
・
沖
見
祐
紀
（
南

部
中
３
年
）、
鈴
木
し
お
り
（
同
）、

西
山
千
香
（
上
南
部
中
３
年
）、
谷
川

実
芳
（
上
南
部
中
２
年
）、
﨑
山
晴
佳

（
同
）、西
畑
友
里
恵
（
南
部
中
２
年
）］

　

な
お
、
学
年
は
２
月
19
日
現
在
で

す
。（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

（
団
体
の
部
）

　

平
成
22
年
２
月
19
日
、
和
歌
山

市
で
第
48
回
和
歌
山
県
ス
ポ
ー
ツ

賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
次
の
皆

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

小
３
年
）

▽
同
大
会
３
年
生
以
下
の
部
団
体
優

勝
＝
山
下
歩
里
（
南
部
小
２
年
）、
山

ノ
内
紗
良
（
南
部
小
３
年
）

▽
同
大
会
４
年
生
の
部
団
体
・
個
人
優

勝
＝
小
林
莉
央
（
南
部
小
４
年
）

▽
同
大
会
４
年
生
の
部
団
体
優
勝
＝

尾
﨑
葉
也
瑠
（
南
部
小
４
年
）、
西
原

瑠
菜
（
上
南
部
小
４
年
）

▽
同
大
会
５
年
生
の
部
団
体
・
個
人
優

勝
＝
原
代
菜
帆
（
南
部
小
５
年
）

▽
同
大
会
５
年
生
の
部
団
体
優
勝
＝

川
西
穂
乃
香
（
南
部
小
５
年
）、
池
添

徳
晃
（
上
南
部
小
５
年
）

▽
同
大
会
６
年
生
の
部
団
体
優
勝
＝

楠
木
萌
絵
、
坂
本
苑
香
、
谷
本
実
香
子

（
以
上
、
南
部
小
６
年
）

▽
科
学
作
品
展
奨
励
賞
＝
樫
本
晴
人

（
高
城
小
１
年
）

▽
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
和
歌
山
県
入
選
＝
内
川
陽
菜

（
岩
代
小
３
年
）

▽
第
61
回
書
初
会
硬
筆
の
部
特
選
＝

堀
口
明
日
香
、
藤
井
杏
香
（
以
上
、
上

南
部
小
１
年
）、
瀧
川
直
樹
（
上
南
部

小
４
年
）、
西
山
千
恵
（
上
南
部
小
５

年
）、
桂
菜
々
子
（
上
南
部
小
６
年
）

▽
第
61
回
書
初
会
硬
筆
の
部
準
特
選

＝
松
下
采
加
、
大
野
佑
馬
（
以
上
、
上

南
部
小
１
年
）、
大
木
優
実
（
上
南
部

小
２
年
）、
佐
々
木
莉
子
（
上
南
部
小

５
年
）

▽
第
15
回
書
写
書
道
作
品
展
特
選
＝

清
水
梨
穂
（
上
南
部
小
３
年
）

▽
私
た
ち
の
く
ふ
う
展
名
誉
会
長
奨

励
賞
＝
林
夏
夢
（
上
南
部
小
２
年
） 

▽
同
展
奨
励
賞
＝
田
中
随
典
（
南
部
小

５
年
）

▽
同
展
入
選
＝
小
森
空
（
高
城
小
２

年
）

▽
同
展
努
力
賞
＝
川
中
麻
緒
、
山
下
風

音
（
以
上
、
上
南
部
小
１
年
）、
西
野

歩
季
、
林
夏
鈴
（
以
上
、
上
南
部
小
２

年
）、
山
川
真
生
（
上
南
部
小
４
年
）、

鎌
塚
正
太
（
上
南
部
小
６
年
）

▽
和
歌
山
県
学
校
美
術
展
特
選
＝
露

詰
茉
悠
（
清
川
小
６
年
）

▽
平
成
21
年
度
ふ
る
さ
と
わ
か
や
ま

字
習
大
賞
大
賞
＝
大
野
浩
士
朗
（
清
川

小
３
年
） 

▽
第
27
回
和
歌
山
県
人
権
の
花
運
動

奨
励
賞
＝
清
川
小
学
校
美
化
部 

▽
和
歌
山
県
下
高
等
学
校
書
初
会
特

選
＝
山
川
南
美
（
神
島
高
校
１
年
）

▽
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル
銅
賞

＝
中
家
晃
佑
（
田
辺
高
校
２
年
）

文化賞授与式に出席した受賞者の皆さん

おめでとうございます！平成21年度

県
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
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【安全運転を
　　　　　心がけましょう！】

ワールドカップの活躍を祈念して
サッカー日本代表チームへ梅贈呈

　梅干しの絵本『おにぎりになった梅法師』は、赤松宗典さん（清川）が物語の原案を

『おにぎりになった梅法師』の絵本を寄贈

みんなでジャンプ！～第４回なわとび大会～春の陽気に誘われて～　プララ春のフリーマーケットにぎわう！

交通事故０をめざして
～春の全国交通安全運動～

　春の全国交通安全運動期間（4月6日～15日）にあわせ、町内各地で
交通安全を呼びかける取り組みが広げられました。

　4月9日（金）、交通事故をなくする
みなべ町民運動推進協議会が、V
ショップ前とオークワ付近の2箇所で
街頭啓発を行いました。
　当日は田辺警察署からも応援が
駆けつけ、同協議会に参加する交
通安全母の会や交通指導員会の
メンバーら約30名がドライバーたち
に啓発資材を手渡し、安全運転を
呼びかけました。【自転車に乗るときは気をつけてね！】

　4月13日（火）、岩代小学校の3年生を対
象に自転車教室が行われました。
　生徒11名は、田辺警察署・交通課職員
から自転車に乗る前の点検の仕方や乗り
方などを学んだあと、岩代小学校下の国
道で横断歩道の渡り方を練習しました。こ
の交通安全教室は、町内の小中学校や
保育所などで、随時行われる予定です。

【交通指導員さんらが南部駅前で街頭啓発】

　春の全国交通安全運動最終日の4月15
日（木）、町交通指導員や田辺警察署員、
南部高校教諭らが参加して、ＪＲ南部駅前
で交通マナー向上のための街頭啓発を行
いました。参加者は自転車で帰宅途中の
高校生らに自転車の車輪に取り付ける反
射材を配って安全運転を呼びかけました。
また、駅前を歩いていた人たちに、チラシ
やたすき型の反射材を手渡しました。

　3月24日(水)、南部長寿大学が、平成
21年度卒業式を南部公民館で開きまし
た。
　21年度は学士課程5名、修士課程6

長寿大学卒業式

　3月28日（日）、第４回なわとび大会（青年クラブ
みなべ主催）が上南部小学校体育館で開催され
ました。種目は、個人の部で１重・２重・３重跳び、ふ
れあいなわとびの部でペア跳び、みんなでジャン
プ、ダブルダッチで、幼児から大人まで合わせて約
100人が参加し、日頃の練習の成果を発揮して、
記録を競い合いました。
　また、地元のダブルダッチサークル「梅遊縄」の
皆さんによるダブルダッチの模範演技も披露され、
見事な演技に参加者は見入っていました。

　「紀州梅の会」では、サッカーワールドカップが南アフリカで開催されるのを前に、日
本代表チームの活躍を願って、梅を贈呈しました。
　4月5日（月）、梅贈呈式が堺市サッカーナショナルトレーニングセンターで行われまし
た。式では小谷町長や梅娘の武市梓さん（町職員）たちが、日本代表チームの岡田
武史監督と中澤佑二主将に紀州特選梅干しを贈呈しました。
　梅は疲労回復や食欲増進、食中毒予防など様々な効能があるので、代表チーム
の皆さんの健康増進に活用していただき、大会での活躍を祈念しています。

作り、イラストレーターの松下恭子さん（埴田）が絵と文を書いて作ら
れました。
　物語は、紀州熊野の姫が梅干しを持って都に行き、都の人々が
梅を食べて病気がすっかり治ったことで、姫は人々から「梅法師」と
呼ばれるようになったというお話です。
　4月2日（金）、赤松さんと松下さんが役場を訪れ、絵本100冊を町
へ贈りました。絵本を通じて、梅が体に良いことを広く知ってもらい、
梅に関心をもってもらいたいとの願いで作られたそうです。町では、
梅のＰＲや子どもたちに食育の教材として活用していければと大変
感謝しています。

　4月18日（日）「プララ春のフリーマーケット」が、うめ振興館駐車場で開催され、町内外から大勢の方が訪れにぎわいました。

　会場内には23店舗が並び、衣服や雑
貨、リサイクル品、飲食物などを販売して
いました。9時開始とともに、会場には買物
に訪れた人が次 と々集まり、いろんな店を
回って買い求めていました。　　また、ア
トラクションとして北道王子太鼓の演奏、
絵本の読み聞かせや踊りなどが行われ、
来場者は休日を楽しんでいました。

名、博士課程3名の合計14名がそれぞれ課程を修了され、
山本賢学長から卒業証書を授与されました。
　最後に卒業生を代表して学士課程修了の上野桝雄さ
ん（北道）が、「毎回、楽しく学ぶことができました。ありがとう
ございました。」と、謝辞を述べられました。
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●真昼なのに昏い部屋（江國
香織）●おたふく（山本一力）
●カラーひよことコーヒー豆
（小川洋子）●夜（Ｅ・ヴィーゼ
ル）●奈良　秘宝・秘仏の旅
（朝日新聞奈良総局編）●自
宅で親を看取る知恵（山本勝
美）●風の詩（星野富弘）

　4月5日、宇宙に飛び立った
著者が、今までを振り返りま
す。宇宙飛行士と認定されて
から11年。平坦ではない道の
りを、「何とかなるさ」という気
持ちと家族や周囲の支えで乗
り越えてきました。夢を持つこ
と、行動することの大切さが伝
わってきます。

●大日本帝国の時代（由井正
臣）●だれでもできるエンジョイ
おりがみ（新宮文明）●チボー
家のジャック（マルタン＝デュ＝
ガール）●にんじん（ルナール）
●少年少女版　日本妖怪図
鑑（川端誠）●岸辺のふたり
（ヴィット）●いるいるだあれ
（岩合光昭）●ひなとてんぐ
（瀬川康男）

●カエルの知られざる生態
（松橋利光）●せんろはつづく
まだつづく（鈴木まもる）●ジェ
イとレイふたりはひとり！？（アンド
リュー・クレメンツ）

●ネットで始めるおうちショップ
●長谷川等伯［別冊太陽］●
リテイク・シックスティーン（豊島
ミホ）

　なくてはならないのに、あまり主役にならない「石」と
「土」にスポットをあてました。探してみると、思いがけ
ない本があります。手にとってごらんください。

　新緑が目にしみる季節。自然の力を改めて感じま
す。様 な々命を育ててくれる森の姿をみつめてみませ
んか。里山歩き、樹木の図鑑、写真集、エッセイなどを
紹介します。

「森に親しむ」

「石と土、じみだけどおもしろいよ！」

5月12日（水）

１日（土）わくわくタイム（10：30～）
おはなし会（14:00～）

　楽しくて迫力満点の紙しばいと、絵をかきながら
のお話です。ぜひ、お越しください。

カレンダー

ゆめよみ館へ来てね！

74-3283
72-1410

～畑﨑龍定さんの童話とえばなし～
５月５日（水）こどもの日特別開館日
午前10時30分～　2階会議室

　たのしくてちょっとドキドキする日本のむかしば
なし、外国のむかしばなし。午前中は少し長めのお
話を、午後は短くて楽しいお話を用意しています。
部屋のあかりを消して、ロウソクのほのおがゆらめ
く中で、おはなしの世界を楽しんでくださいね。

～おはなしの森～
５月９日（日）午前10時30分～（中学生以上）
　　　　　　　午後２時～　　　（年長さん以上）

わくわく、どきどき、しっとり

おはなし会とおすすめの本の展示が行われました
春休み、

エ
リ
ュ
ア
ー
ル

　
　

（
朔
北
社
）

　○○にも、□□にも、ぼくはき
みの名を書く――ページを開く
と繰り返される語句と、クロード・
ゴワランの絵。砂の上に、高い
山に、ともされたランプに書く
「きみの名」の「きみ」ってだれ？

自
由

何
と
か
な
る
さ
！

山
崎
直
子

　

（
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
）

　「人間のからだはとしをとる
と、死ぬとどうなるの？」ふだん
あまり考えたくないむずかしい
問題を、考えてみました。ほか
にもからだについての楽しい
絵本をたくさん書いている作
者の待望の復刊本です。

100
ま
で
生
き
る
？

柳生弦一郎 （福音館書店）

３日（月）休館（憲法記念日）

４日（火）休館（みどりの日）

５日（水）こどもの日・特別開館日
畑﨑龍定さんの童話とえばなし
（10:30～）

８日（土）おはなし会（14:00～）

９日（日）おはなしの森
（10：30～・14：00～）

10日（月）休館

13日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）（10：30～）

15日（土）おはなし会（14:00～）

17日（月）休館

22日（土）ビデオ上映会（10：30～）
おはなし会（14:00～）

24日（月）休館

27日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）（10：30～）

29日（土）おはなし会（14:00～）

31日（月）休館

6月1日（火）休館（月末整理日）午後３時から
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平
成
22
年
４
月
か
ら
「
児
童
手
当
」
が

　
「
子
ど
も
手
当
」
に
変
わ
り
ま
す

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社

会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な

育
ち
を
応
援
す
る
と
い
う
趣
旨

の
も
と
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

■
支
給
対
象
者

中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童(

平

成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
児
童)

を
養
育
し
て
い
る

方■
手
当
の
額

支
給
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
月

額
１
万
３
千
円　

※
所
得
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん

■
支
給
月

２
月
、
６
月
、
10
月
の
年
３
回

○
子
ど
も
手
当
を
受
け
る
た

め
に
は
、
認
定
請
求
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

児
童
手
当
か
ら
子
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も
手
当

に
変
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る
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と
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て
、
新
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に
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給
対
象
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な
る
児
童
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請
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３
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て
い
な
か
っ
た
方

「
認
定
請
求
」
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

※
上
記
の
要
件
に
よ
り
、
申
請

が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
申
請
案
内
が
届
い
て
い
な
い

方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
住
民

環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
子
ど
も
手
当
の
寄
付

　

子
ど
も
手
当
の
全
部
又
は
一

部
を
、
み
な
べ
町
に
寄
付
し
て
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
事
業

の
た
め
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と

い
う
方
に
は
、
寄
付
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
手
続
き
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

平
成
22
年
第
２
回
定
例
町
議
会

（
５
月
議
会
）
が
、５
月
13
日
（
木
）

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
（
予
定
）。

　

町
議
会
で
は
、
町
民
の
暮
ら
し

に
直
結
し
た
予
算
や
条
例
な
ど
の

審
議
の
ほ
か
、
町
が
行
う
事
業
な

ど
に
つ
い
て
各
議
員
が
質
問
す
る

「
一
般
質
問
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ
せ
て
傍

聴
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
共
に
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

開
会
や
一
般
質
問
な
ど
の
日
程

に
つ
い
て
は
、
町
内
一
斉
放
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
会
事
務
局（　
72
━
１
３
３
４
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

５
月
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
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総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

私
た
ち
の
身
近
で
頼
り
に
な

る
相
談
相
手
、
人
権
擁
護
委
員

は
、
町
が
議
会
の
了
承
を
得
て

候
補
者
を
推
薦
し
、
そ
れ
を
受

け
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
生
駒
武
敏
さ

ん
（
埴
田
）
が
平
成
22
年
４
月

１
日
付
け
で
委
嘱
を
受
け
、
人

権
擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
毎
月
１
回
行
政
相

談
と
共
に
、
人
権
擁
護
委
員
さ

ん
に
よ
る
人
権
相
談
会
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
も
し
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ご
遠
慮
な

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
駒
さ
ん
が

人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱（
再
任
）さ
れ
ま
し
た

「
み
ん
な
で
築
こ
う

　
　
　

人
権
の
世
紀
」

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
～

　

国
民
の
一
人
一
人
が
、
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

正
し
く
認
識
し
、
こ
れ
を
前
提

と
し
て
他
人
の
人
権
に
も
十
分

配
慮
し
た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
思
い

や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
一
人
一

人
の
心
に
訴
え
て
、
す
べ
て
の

人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
相

互
に
共
存
し
得
る
平
和
で
豊
か

な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
啓
発

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
（
火
）
は
、
人
権
に

か
か
わ
る
相
談
に
の
っ
て
く
れ

る
、
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す
。

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
大
前

浩
一
さ
ん
（
高
野
）、
原
田
武
俊

さ
ん
（
山
内
）、
坂
本
さ
わ
ゑ
さ

ん
（
東
本
庄
）、
生
駒
武
敏
さ
ん

（
埴
田
）、吉
水
美
津
代
さ
ん
（
西

岩
代
）、
芝
勝
美
さ
ん
（
清
川
）

で
す
。

生
駒
武
敏
さ
ん

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

５
月
12
日
と
６
月
３
日
に

  

行
政
・
人
権
相
談
を

　
　

開
設
し
ま
す

　

町
は
、
毎
月
１
回
（
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
）、
役
場

第
１
庁
舎
と
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

（
隔
月
交
代
）
で
、
行
政
・
人

権
相
談
の
日
を
設
け
て
い
ま

す
。

　

行
政
相
談
は
、
行
政
に
対
す

る
苦
情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を

受
け
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
に

努
力
す
る
と
共
に
、
皆
さ
ん
の

声
を
行
政
や
運
営
の
改
善
に
役

立
て
る
制
度
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
き
く
行
政
相

談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
石

橋
光
生
さ
ん
（
東
岩
代
）
と
西

川
亮
輔
さ
ん
（
西
本
庄
）
で
す
。

　

５
月
は
12
日
（
水
）、
ふ
れ

愛
セ
ン
タ
ー
で
、
６
月
は
３
日

（
木
）、
役
場
第
１
庁
舎
で
設
け

ま
す
（
５
月
は
登
記
相
談
も
同

時
に
行
い
ま
す
）
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
の
住
宅
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
！

平
成
23
年
５
月
31
日
が
設
置
期
限
で
す

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

23
年
５
月
末
ま
で
に
、
す
べ
て
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

火
災
に
よ
る
死
者
の
８
割
は

住
宅
火
災
か
ら
発
生
し
て
お
り
、

火
災
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
被

害
の
拡
大
を
防
い
で
く
れ
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
万
が
一
、
火
災
が

起
き
て
も
、
早
期
発
見
と
避
難
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

あ
な
た
や
ご
家
族
の
命
を
守

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
、
早
め

に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

■
設
置
期
限

◎
既
存
住
宅　

平
成
23
年
５
月

31
日
ま
で
（
新
築
住
宅
は
、
平
成

18
年
６
月
１
日
か
ら
、
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。）

■
設
置
箇
所

◎
寝
室
◎
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段

※
す
べ
て
の
居
室
、
台
所
、
階
段

に
設
置
す
れ
ば
よ
り
安
心
で
す
。

■
種
類

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、
火

災
に
よ
る
煙
ま
た
は
熱
を
感
知

し
て
、
火
災
の
発
生
を
警
報
音
や

音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器

で
す
。
煙
を
感
知
す
る
「
煙
感
知

式
」
と
、
熱
を
感
知
す
る
「
熱
感

知
式
」
が
あ
り
ま
す
。

　

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
の
は
、
原
則
と
し
て
「
煙
感
知

式
」
の
も
の
で
す
。

　

な
お
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
防
災
用
品
取
扱
店
や
電
器

店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、
品

質
を
保
証
す
る
日
本
消
防
検
定
協

会
の
鑑
定
合
格
証「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」

が
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
購

入
の
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
、
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
日
高
広
域
消
防

本
部
予
防
課
（
℡
０
７
３
８
─
63

─
２
０
０
０
）、
ま
た
は
南
部
出

張
所
（
74
─

３
１
１
９
）

へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。
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森
林
や
山
の
緑
は
、
私
た
ち

に
限
り
な
い
恵
み
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。

　

人
類
共
通
の
、
こ
の
か
け
が

え
の
な
い
財
産
を
、
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
な
が
ら
守
り
育
て
、

地
球
環
境
の
保
全
や
緑
豊
か
で

潤
い
の
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
設
置

さ
れ
て
い
る
の
が
「
緑
の
募
金
」

で
す
。

　

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
募
金
は
、「
緑
の
募
金
事
業
」

等
に
よ
っ
て
、
県
内
各
地
域
の

森
林
の
整
備
や
緑
化
活
動
等
に

「
緑
の
募
金
」運
動
に

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

産
業
課（　
72
━
１
３
３
７
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
各
家

庭
に
募
金
の
お
願
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

う
め
課（　
74
━
３
２
７
６
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

昔
か
ら
、
梅
に
は
殺
菌
作
用

や
い
ろ
い
ろ
な
効
用
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
梅
の
効
用
に
つ
い

て
、
10
年
近
く
に
わ
た
り
、
科

学
的
な
研
究
を
続
け
て
き
ま
し

『
梅
パ
ワ
ー
で
ど
ん
ど
ん     

　

健
康
に
な
る
！
』

　
  

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

　
　

 
ご
活
用
く
だ
さ
い

た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
長
年
の
研
究
成

果
に
よ
り
、
２
つ
の
効
用
に
つ

い
て
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

先
月
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
へ

広
報
な
ど
と
一
緒
に
お
届
け

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、「
梅

ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
て
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
通
し

て
、
梅
の
効
用
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
“
み
な
べ
の
梅
”

の
Ｐ
Ｒ
に
ど
ん
ど
ん
ご
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

建設課の電話番号は、７４－３３３５です。電話をかけられる
ときは、お間違えのないようにお願いします。
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自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り

自
衛
官
（
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男

子
））
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳

未
満
で
日
本
国
籍
を
有
す
る
男

子●
受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す

●
試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す

●
試
験
種
目　

筆
記
試
験
（
国

語
・
数
学
・
社
会
及
び
作
文
）、

口
述
試
験
、
適
性
検
査
及
び
身

体
検
査

　

願
書
請
求
、
そ
の
他
お
問
い

合
わ
せ
は
、
自
衛
隊
御
坊
地
域

事
務
所
（
℡
０
７
３
８
─
23
─

０
０
２
０
）

ま
た
は
役
場
総
務
課
へ
。
自
衛

隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/w

akayam
a/

）

自
衛
官（
２
等
陸
・
海
・
空
士
）

　

を
募
集
し
て
い
ま
す

　

人
事
院
近
畿
事
務
局
が
、
平

成
22
年
度
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ

種
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）
を

次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

●
職
種　

行
政
事
務
・
税
務
・

土
木
・
農
業
土
木
・
林
業

●
受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
申
込
受
付
期
間　

平
成
22
年

６
月
22
日
（
火
）
～
６
月
29
日

（
火
）

●
第
１
次
試
験
日　

平
成
22
年

９
月
５
日
（
日
）

●
試
験
地　

和
歌
山
市
、
田
辺

市
ほ
か

※
申
込
用
紙
、
受
験
案
内
は
５

月
10
日（
月
）か
ら
配
布
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
人
事
院
近
畿

事
務
局
試
験
係
（
℡
06
─
４
７

９
６
─
２
１
９
１
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は http://w

w
w

.jinji.go.jp/
kinki/ 国

家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種
試
験
の
お
知
ら
せ

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の

で
、
労
働
者
が
安
心
し
て
働
く

た
め
の
保
険
で
す
。

　

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
年

度
当
初
に
概
算
保
険
で
申
告
・

納
付
し
、
翌
年
度
の
当
初
に
確

定
申
告
の
上
、
精
算
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
４
月
１
日

か
ら
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健

康
被
害
救
済
の
た
め
の
「
一
般

拠
出
金
」
の
申
告
・
納
付
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
、
ま
た
は
和
歌
山
労
働
局
で
、

７
月
12
日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
和
歌
山
労
働

局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室（
℡

０
７
３
─
４
８
８
─
１
１
０
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
さ
ん

平
成
22
年
度
の

労
働
保
険
料
の

  

申
告
・
納
付
手
続
は
、

６
月
１
日
か
ら
７
月
12
日

  

ま
で
の
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

南紀白浜空港（東京羽田便）

を利用しよう！！ 車の変更手続・移転手続は
お済みですか？

　引越して住所が変わったら、住民票の手続きだ
けでなく、車の変更手続きもしましょう！
　名義が変わったときは、移転手続きも必要です。
●登録内容の変更を忘れると、
・リコールの案内（車の欠陥に関する重要な通知）、
税金や保険のお知らせが届かない。
・これらの通知が前の所有者に届けられ、トラブ
ルの原因になる。
・盗難や事故のときに所有者や使用者の確認が遅
れる。
といった支障が生じるおそれがあります。

　くわしくは、軽自動車検査協会 . 陸運局
または役場税務課へお問い合せください。

◆「特便割引３（スリー）」新登場
◆通年３往復になりました
◆ＪＡＬグループの最新鋭小型機「エンブラエル１７０」就航
◆駐車場無料

○「特便割引３（スリー）」なら
　　片道・大人 17,500 円　（11,500 円もお得）
　※搭乗日の２カ月前から３日前までに予約必要
　※座席数に限りがあります。
　※ゴールデンウイーク等設定されない日があります。
○予約・購入・案内は、ＪＡＬ日本航空ホームページ 　
　http://www.jal.co.jp（℡ 0570 － 025 － 071）へ。

―南紀白浜空港利用促進実行委員会―

“仕事も旅行もより便利になりました”
白浜→東京約１時間！ 住所変更した時

名義変更した時
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　４月初旬、町はミニドックの案内状兼申込書を、対象の
世帯へお届けしました。受診したいのに、申込書をまだ
送っていないという方は、すぐふれ愛センターへ返送し
てください。また、申込書は各種調査も兼ねていますの
で、受診希望の有無にかかわらず返送をお願いします。

　世界の喫煙者の２割は女性で、現状では男性の喫煙
者が減少し始め、女性の喫煙者が増えています。「女性
の健康増進を図ることは、現在生きている人々だけでな
く、将来の世代の健康と発達を保証する上で決定的に
重要である」と言われています。
　喫煙は、ニコチン依存、がんや心筋梗塞などのリスク
が大です。また、周囲への迷惑も大きいですし、タバコ代
による経済的損失もあります。
　ちょっと20分吸うのをやめてみませんか。すると血圧や
脈、手足の体温が、正常に戻ります。8時間やめると、血
液中の一酸化炭素濃度が正常になり、運動能力が改
善します。48時間で、においと味の感覚が復活し始め、
72時間で、ニコチンが体から完全に抜け、気管支の緊
張がとれて呼吸が楽になり、肺の機能が改善します。さ
らに1～9か月やめると、咳や息切れ、疲れやすさが改善
され、5年で、肺がんで死亡する率が半減するそうです。
　なかなかやめられないという愛煙家のみなさん、世界
禁煙デーをきっかけに禁煙を始めてみませんか？自分と
大切な家族の健康のために・・・

５月３１日は世界禁煙デー
『女性へのタバコの売込みをやめさせよう』

　　　　　　　　　　　　　　　献血の際、恐れ
入りますが、献血カードまたは本人であることを証明
できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

５月１７日（月）

　妊娠中・育児中のママたちの交流会を、毎月1回
行っていますので、お気軽にご参加ください。

と　き：5月27日（木）10：00～11：30
ところ：ふれ愛センター　
対　象：妊婦または１歳未満のお子さんの保護者

受付期間：5月6日（木）～5月21日（金）
申込先：こひつじランド

持ち物：タオル1～2枚、バスタオル1枚

5月7日（金）・14日（金）・21日（金）・28日（金） 18：00～21：00
トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～

9：00～10：30 みなべいなみ農協様本所前→
11：00～13：00 Ａコープみなべ店様前→
14：30～16：00 ふれ愛センター前

（平成21年6月・7月生まれ） 5月11日（火）

5月19日（水）

5月12日（水）

5月26日（水）

5月14日（金）
5月28日（金）

（平成22年1月生まれ）

（平成19年10月・11月生まれ）

（平成18年10月・11月生まれ）

平成21年3月1日～平成22年1月31日生まれのお子さん
及び7歳半までの未接種児

※ポリオの接種回数は、2回です。
対象のお子さんには、案内状（問診票同封）を送っています。
（7歳半までで未接種のお子さんも接種してください）

13：00～13：30

13：00～13：30

13：00～13：30

13：00～13：30

13：00～13：30
13：00～13：30

1 0 か 月 児 健 診

４ か 月 児 健 診

２歳６か月児歯科健診

３歳６か月児健診

ポ　 　リ　 　オ

13日・20日（木）10：00～11：00

（南部保・清川保は雨天中止）

12日（水）・13日（木）・14日（金）10：00～11：00
（℡ 72-4520）南部保育所

13日（木）10：00～11：00（℡ 75-2044）高城保育所
13日（木）10：00～11：00（℡ 76-2251）清川保育所

（℡ 74-3022）上南部保育所

※申し込みが必要です（先着20名）

（愛之園保育園内）（℡72－2371）

ベビーマッサージ講座

ミニドックの申込書を返送してください
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連絡は教育学習課

5月の消費生活相談会

14日（金）13：00～16：00
役場第１庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

５月の人権・行政・登記相談

12日（水）13：30～15：30
ふれ愛センターで
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）
登記相談（和歌山地方法務局
田辺支局員）

５月の県による巡回職業相談
27日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

8日（土）9：30～16：00
５月の田辺年金事務所年金相談

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

５月は

◆第32回鹿島クラブ杯
　中学校ソフトテニス大会
　（8：30～・運動広場テニス
　コートほか、雨天順延）

◆愛之園保、避難訓練

◆献血
　（9：00～10：30
　みなべいなみ農協様本所前／　
　11：00～13：00
　Ａコープみなべ店様前／
　14：30～16：00
　ふれ愛センター前）

◆岩代小、春の交通安全教室

◆南部幼、古紙等回収（くわしく
　は、南部幼稚園℡72-2358へ）

◆上南部小、体力テスト
◆高城小・清川小、
　スポーツテスト

◆清川保、交通安全教室
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～16：30）

◆高城保・清川保、
　こどもの日の会
◆南部幼、避難訓練

◆町議会・5月議会開会（予定）
◆南部小・岩代小６年、
　修学旅行（～14日）
◆愛之園保、ｅcｏ孫爺
　おじいちゃん・おばあちゃん
　とお掃除大作戦
◆ひかり保、避難訓練
◆おひさま広場（開放保育）
　お外で自由遊び（10：00～、
　高城保・清川保・上南部保
　（・20日））
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～17：30）

◆高城小、交通安全教室
◆愛之園保、クッキング
◆清川保、避難訓練
◆こひつじランド第１回育児
　講座親子ピクニック①
　（小目津公園）
◆高城保、園外保育

◆ベビーマッサージ講座
　（10：00～・ふれ愛センター）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～南部公民館）

◆南部幼、幼稚園まつり
◆南部保、クッキング
◆南部小、交通安全教室
◆岩代小、新体力テスト

◆清川小、避難訓練
◆ポリオ予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆高城保、避難訓練

◆清川保、遠足（小目津公園）
◆上南部保、
　園外保育（本庄公園）
◆ポリオ予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆消費生活相談会
　（13：00～・役場第１庁舎）

◆南部長寿大学、
　県外研修（奈良市）
◆南部幼、遠足（小目津公園）
◆南部小、スポーツテスト
◆上南部中、
　防災訓練・交通安全教室
◆上南部保、避難訓練

◆高城中3年、修学旅行（～6日）

◆南部保すみれ・あやめ組、
　ミニミニ遠足
◆清川保、クッキング
◆上南部小、遠足（１年～５年）、
　社会見学（６年）
◆高城小、避難訓練
◆10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

製品安全点検日

◆南部幼、参観日・ＰＴＡ総会
◆愛之園保、園外保育（磯遊び）
◆おひさま広場（開放保育）
　お外で自由遊び
　（13・14日、10：00～・南部保）
◆2歳6か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆人権・行政・登記相談
　（13：30～・ふれ愛センター）

看護の日

国際生物多様性の日◆４か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

食育の日

みどりの日憲法記念日

◆ゆめよみ館特別開館日・
　　畑﨑龍定さんの

　　童話とえばなし （10：30～）

こどもの日

◆上南部中３年、
　修学旅行（～29日）
◆上南部小、交通安全教室
◆上南部中、
　職場体験学習（～28日）
◆南部保、避難訓練
◆南部小、避難訓練
◆3歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

　　　水道料金（3・4月分）
公共下水道使用料（3・4月分）
農業集落排水使用料（4・5月分）
の各口座振替

人権擁護委員の日

◆南部中３年、修学旅行（～4日） ◆人権・行政相談
　（13：30～・役場第1庁舎）

◆情報通信月間（15日～6月15日）
◆全国ごみ不法投棄監視ウィーク
　（30日～6月5日）
◆禁煙週間（31日～6月6日）

　　　　水道料金（3・4月分）
公共下水道使用料（3・4月分）
農業集落排水使用料（4・5月分）
の各窓口納付

鹿島神社明神祭

世界禁煙デー

梅の日・記念式典（須賀神社）

＆記念ＰＲイベント

（京都、上賀茂・下鴨神社）

（紀州梅の会主催）

梅の日

◆みなべ町少年野球連盟杯
　（共和球場）
◆愛之園保、保護者会
　（春の園庭清掃）
◆ひかり保、おはなまつり
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）
◆なかよし福祉会上映会
　映画「ふるさとをください」
　（14:00～・18:30～・ふれ愛センター）

◆みなべ町少年野球連盟杯
　（共和球場）
◆岩代小、アルミ缶回収

母の日

第１回
民踊
舞踊　
と　き：５月９日（日）
　　　　午後１時開演
ところ：南部小学校体育館

さざみの会

◆緑の募金（1月15日～5月31日）
◆みどりの月間（4月15日～5月14日）
◆消費者月間

◆原子力エネルギー安全月間
◆水防月間
◆不正大麻・けし撲滅運動（1日～6月30日）

◆憲法週間（1日～7日）
◆児童福祉週間（5日～11日）
◆看護週間（9日～15日）
◆愛鳥週間（10日～16日）

◆白梅幼、親子見学遠足
◆ゆめよみ館「おはなしの森」
　（10：30～・14：00～）
◆上南部中、古紙等回収
　(くわしくは、上南部中℡74-2044へ）

各納期

（ 　　　　　）くわしくは なかよし福祉会
℡72-5130へ
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5月の消費生活相談会

14日（金）13：00～16：00
役場第１庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

５月の人権・行政・登記相談

12日（水）13：30～15：30
ふれ愛センターで
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）
登記相談（和歌山地方法務局
田辺支局員）

５月の県による巡回職業相談
27日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

8日（土）9：30～16：00
５月の田辺年金事務所年金相談

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

５月は

◆第32回鹿島クラブ杯
　中学校ソフトテニス大会
　（8：30～・運動広場テニス
　コートほか、雨天順延）

◆愛之園保、避難訓練

◆献血
　（9：00～10：30
　みなべいなみ農協様本所前／　
　11：00～13：00
　Ａコープみなべ店様前／
　14：30～16：00
　ふれ愛センター前）

◆岩代小、春の交通安全教室

◆南部幼、古紙等回収（くわしく
　は、南部幼稚園℡72-2358へ）

◆上南部小、体力テスト
◆高城小・清川小、
　スポーツテスト

◆清川保、交通安全教室
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～16：30）

◆高城保・清川保、
　こどもの日の会
◆南部幼、避難訓練

◆町議会・5月議会開会（予定）
◆南部小・岩代小６年、
　修学旅行（～14日）
◆愛之園保、ｅcｏ孫爺
　おじいちゃん・おばあちゃん
　とお掃除大作戦
◆ひかり保、避難訓練
◆おひさま広場（開放保育）
　お外で自由遊び（10：00～、
　高城保・清川保・上南部保
　（・20日））
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～17：30）

◆高城小、交通安全教室
◆愛之園保、クッキング
◆清川保、避難訓練
◆こひつじランド第１回育児
　講座親子ピクニック①
　（小目津公園）
◆高城保、園外保育

◆ベビーマッサージ講座
　（10：00～・ふれ愛センター）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～南部公民館）

◆南部幼、幼稚園まつり
◆南部保、クッキング
◆南部小、交通安全教室
◆岩代小、新体力テスト

◆清川小、避難訓練
◆ポリオ予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆高城保、避難訓練

◆清川保、遠足（小目津公園）
◆上南部保、
　園外保育（本庄公園）
◆ポリオ予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆消費生活相談会
　（13：00～・役場第１庁舎）

◆南部長寿大学、
　県外研修（奈良市）
◆南部幼、遠足（小目津公園）
◆南部小、スポーツテスト
◆上南部中、
　防災訓練・交通安全教室
◆上南部保、避難訓練

◆高城中3年、修学旅行（～6日）

◆南部保すみれ・あやめ組、
　ミニミニ遠足
◆清川保、クッキング
◆上南部小、遠足（１年～５年）、
　社会見学（６年）
◆高城小、避難訓練
◆10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

製品安全点検日

◆南部幼、参観日・ＰＴＡ総会
◆愛之園保、園外保育（磯遊び）
◆おひさま広場（開放保育）
　お外で自由遊び
　（13・14日、10：00～・南部保）
◆2歳6か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆人権・行政・登記相談
　（13：30～・ふれ愛センター）

看護の日

国際生物多様性の日◆４か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

食育の日

みどりの日憲法記念日

◆ゆめよみ館特別開館日・
　　畑﨑龍定さんの

　　童話とえばなし （10：30～）

こどもの日

◆上南部中３年、
　修学旅行（～29日）
◆上南部小、交通安全教室
◆上南部中、
　職場体験学習（～28日）
◆南部保、避難訓練
◆南部小、避難訓練
◆3歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

　　　水道料金（3・4月分）
公共下水道使用料（3・4月分）
農業集落排水使用料（4・5月分）
の各口座振替

人権擁護委員の日

◆南部中３年、修学旅行（～4日） ◆人権・行政相談
　（13：30～・役場第1庁舎）

◆情報通信月間（15日～6月15日）
◆全国ごみ不法投棄監視ウィーク
　（30日～6月5日）
◆禁煙週間（31日～6月6日）

　　　　水道料金（3・4月分）
公共下水道使用料（3・4月分）
農業集落排水使用料（4・5月分）
の各窓口納付

鹿島神社明神祭

世界禁煙デー

梅の日・記念式典（須賀神社）

＆記念ＰＲイベント

（京都、上賀茂・下鴨神社）

（紀州梅の会主催）

梅の日

◆みなべ町少年野球連盟杯
　（共和球場）
◆愛之園保、保護者会
　（春の園庭清掃）
◆ひかり保、おはなまつり
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）
◆なかよし福祉会上映会
　映画「ふるさとをください」
　（14:00～・18:30～・ふれ愛センター）

◆みなべ町少年野球連盟杯
　（共和球場）
◆岩代小、アルミ缶回収

母の日

第１回
民踊
舞踊　
と　き：５月９日（日）
　　　　午後１時開演
ところ：南部小学校体育館

さざみの会

◆緑の募金（1月15日～5月31日）
◆みどりの月間（4月15日～5月14日）
◆消費者月間

◆原子力エネルギー安全月間
◆水防月間
◆不正大麻・けし撲滅運動（1日～6月30日）

◆憲法週間（1日～7日）
◆児童福祉週間（5日～11日）
◆看護週間（9日～15日）
◆愛鳥週間（10日～16日）

◆白梅幼、親子見学遠足
◆ゆめよみ館「おはなしの森」
　（10：30～・14：00～）
◆上南部中、古紙等回収
　(くわしくは、上南部中℡74-2044へ）

各納期

（ 　　　　　）くわしくは なかよし福祉会
℡72-5130へ
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「輝く梅門」堀内勇さん（橋本市）

「
春
う
ら
ら
」土
井
喜
代
治
さ
ん（
和
歌
山
市
）

「快晴の梅林」枡井寛幸さん（阪南市）「梅一面」脇村小津江さん（海南市）

「早春の香り」吉野菊夫さん（和歌山市）「梅華やぐ」浅羽悦子さん（和泉市）
「春爛漫」
西山由紀さん（名古屋市）

「白梅と青空」
前田和代さん (東大阪市)

　今年も梅林開園中に行われたフォトコンテストに、たくさんの
応募があり、南部梅林73点、岩代大梅林39点の応募作品の
中から選ばれた入賞作品を紹介します。

（代）

（ 清・史 姫 ）

（美雄・梨惠）

（勝彦・加代美）

（博己・るり子）

（綾人・千鶴）

（雅史・さゆり）

（保貴・ゆかり）

（男）

（男）

（男）

（男）

（女）

（女）

（女）

北　道

　堺

片　町

東神野川

芝　崎

谷　口

東神野川

/

/

/

/

/

/

/

27

28

３

８

11

10

17

２

２

３

３

３

３

３

ともゆき

ゆ い と

り ん と

ゆ い と

る あ

か お

きょうか

尾　﨑　友　幸

向　井　唯　人

永　井　凛　斗

　西　　唯　斗

小　山　瑠　愛

桐　本　果　旺

廣　岡　杏　香

（サチヱ）

（ 常 夫 ）
（ 敏 夫 ）
（ 穰 ）

（ 眞 和 ）
（ 豊 実 ）
（ 至 朗 ）

（ 清 ）
（ 光 央 ）
（ 博 和 ）

（ 皎 ）

（83）
（75）

（ 8 0 ）
（96）
（89）
（90）
（88）
（85）
（ 4 9 ）
（ 9 0 ）
（ 7 2 ）

晩　稲

東本庄
熊　岡
軽井川

晩　稲
西本庄
　筋

山　内
徳　蔵
西本庄

　滝

/
/

/
/
/
/
/
/
/
/
/

６
９

９
12
12
14
14
18
19
27
28

３
３

３
３
３
３
３
３
３
３
３

馬場崎　　普

岡　﨑　　忍
團　栗　綾　子
竹　田　コトエ

内　中　隆　雄
田　野　クニヱ
渡　口　政　子

玉　井　恭　子
武　田　文　孝
田　野　梅　次

山　﨑　和　子

2
4
5
6
8
10
11
15
16

P～
P
P
P～
P～
P
P～
P
P～

役場・学校・警察人事異動
ふるさと大使委嘱ほか
平成21年度財政公表
スポーツ賞・文化賞表彰
まちのほっとニュース
としょかん通信
くらしの情報
ふれ愛センターだより
くらしの情報カレンダー

68

（－７人）
（－１人）
（－８人）
（＋11世帯）

６，８５２人
７，４７６人
１４，３２８人
４，７２５世帯

９人
１７人
６０人
６０人

（前月比＋2）

（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比＋1）
（前月比±0）
（前月比＋1）
（前月比＋2）

（55.9％）

（87．6%）
（80．1%）
（94．6%）
（83．1%）
（85．3%）
（57．1%）
（80．7%）
（52．2%）

1,006／約1,800

113／129
145／181
35／037
216／260
110／129
44／077
213／264
190／364

審　査　結　果
南
部
梅
林
最
優
秀
賞

岩
代
大
梅
林
最
優
秀
賞

南
部
梅
林
優
秀
賞

岩
代
大
梅
林
優
秀
賞

大
好
き
な
み
な
べ
の
魅
力
を

　朝日放送アナウンサー

桂紗綾さん（町出身）に

『みなべ町ふるさと大使』

を委嘱しました

い
っ
ぱ
い
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
！

（くわしくは4ページをご覧ください）

人のうごき（了承をいただいた方だけを掲載しています）


